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北
区
議
会
第
1
回
定
例
会
は

3
日
、
本
会
議
を
開
会
し
、
北

区
が
提
出
し
た
補
正
予
算
を
賛

成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

引
き
続
く
コ
ロ
ナ
禍
や
物
価

高
騰
で
区
民
や
中
小
業
者
が
苦

し
む
下
で
も
、
特
別
区
税
が
増

収
と
な
り
、
財
政
調
整
交
付
金

が
再
算
定
で
増
額
と
な
る
な

ど
、
区
の
財
政
は
堅
調
な
伸
び

を
示
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
区
は
、
今
年
度
最

終
と
な
る
今
回
の
補
正
予
算

で
、
施
設
建
設
基
金
に
新
庁
舎

整
備
分
と
し
て
27
億
円
、
ま
ち

づ
く
り
基
金
に
10
億
円
の
計

37
億
円
を
新
た
に
積
み
増
す
方

針
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

施設建設（新庁舎）・まちづくり基金に37億円

基金積み増しは必要？

赤羽駅東口で区政報告する、のの山区議

物価高騰対策給付金で暮らし応援を

日本共産党北区議員団が提案

6日に開かれた予算特別委員会で、総括質疑に立った日本共産
党の山崎たい子区議は、北区が積み増している財政調整基金や、
まちづくり基金の一部を活用し、非課税世帯及び課税標準額 200
万円以下の納税者にそれぞれ 3万円を支給する、総額約 45 億円
の物価高騰対策給付金を提案しました。区は「現時点において給
付金の支給は考えていない」などと答弁しました。（のの山けん）

達
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
使
い
み

ち
が
決
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
暮

ら
し
の
応
援
に
活
用
で
き
る
財

政
調
整
基
金
は
、
年
度
当
初
の

約
１
３
８
億
円
に
ま
で
減
る
と

の
予
測
を
57
億
円
上
回
り
、
約

１
９
５
億
円
ま
で
積
み
上
が
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

新
年
度
予
算
で
は
、
さ
ら
に

新
庁
舎
整
備
基
金
に
20
億
円
、

ま
ち
づ
く
り
基
金
に
10
億
円
の

30
億
円
を
積
み
増
し
ま
す
。

日
本
共
産
党
北
区
議
員
団

は
、財
政
に
余
裕
が
あ
る
な
ら
、

積
み
立
て
で
は
な
く
暮
ら
し
の

応
援
に
回
す
べ
き
と
し
て
、
補

正
予
算
に
反
対
し
ま
し
た
。

（
の
の
山
け
ん
）

こ
れ
に
よ
り

今
年
度
末
の
主

要
５
基
金
（
新

年
度
か
ら
は
新

庁
舎
整
備
基
金

が
加
わ
り
６
基

金
）の
合
計
は
、

過
去
最
高
の
約

７
５
０
億
円
に



北清掃工場
建替工事 施工者が決定
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11 環境保全 (1) 大気汚染防止 

排ガス条件 

 現工場 新工場 

ばいじん 0.02 g/m3N 以下 0.01 g/m3N 以下 

硫黄酸化物 20 ppm 以下 10 ppm 以下 

窒素酸化物 70 ppm 以下 50 ppm 以下 

塩化水素 15 ppm 以下 10 ppm 以下 

水銀 50μg/m3N 以下 30μg/m3N 以下 

ダイオキシン類 1 ng-TEQ/m3N 以下 0.1 ng-TEQ/m3N 以下 

注）酸素濃度12%換算値 

(2) 水質汚濁防止 

施設排水は、下水道法による排除基準に適合させ、公共下水道へ放流

する。 

(3) 騒音・振動防止 

施設の騒音・振動発生機器等は極力屋内に配置し、防音・防振対策を

行う。 

(4) 臭気対策 

ごみバンカ内の空気を燃焼用空気として使用し、熱分解により臭気を取

り除くほか、エアカーテン、自動扉、脱臭設備等により臭気対策を行う。 

ごみ収集車等は、自動洗車装置により洗浄を行う。 

 

12 解体計画 既存建築物(工場棟、飛灰処理設備棟、煙突、付属施設)を解体・撤去す

る。工場棟の一部を先行解体し、先行解体完了後、残りの工場棟部分を覆

い、地上部及び地下部の解体を行う。 

13 建設計画 (1) 周辺環境との調和 

工場施設及び外構施設は、周辺環境に調和した施設とする。このため、

効率的な配置計画により敷地の有効利用を図り、豊かな緑化を実現すると

ともに、サイン、修景計画については以下の点を考慮する。 

ア 建物内及び敷地内のサイン計画は、シンプルで明解・統一感のある

ものとし、建物内外の色彩計画との調和を図る。 

イ 修景計画は同項(1)の計画と整合し、地域住民及び来訪者に好感を

与える施設の配置や壁面を活用した修景等を行う。 

ウ 設計にあたっては、北区景観づくり計画を遵守する。 

 

6 

 
図－２ 工場完成予想図（落札者技術提案デザイン）    

南西方向 

北東方向 2029年度の竣工めざし
今年度から設計・解体工事に着手

東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務

組
合
は
2
月
28
日
、
北
清
掃
工
場

建
替
工
事
契
約
に
お
け
る
総
合
評

価
の
結
果
を
、
同
組
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
公
表
し
ま
し
た
。

工
事
施
工
者
と
な
っ
た
の
は
、

三
菱
・
フ
ジ
タ
特
定
建
設
工
事
共

同
企
業
体
で
、
２
０
２
３
年
度
か

ら
実
施
設
計
・
解
体
工
事
に
着
手
、

建
設
工
事
は
24
年
度
末
か
ら
の
予

定
で
、
29
年
度
の
竣
工
、
試
運
転

を
め
ざ
し
ま
す
。

解
体
工
事
に
お
い
て
は
、
工
事

概
要
の
中
で
、「
工
場
棟
の
一
部

集
地
に
建
つ
工
場
で
あ
り
、
周
辺

に
は
学
校
や
保
育
園
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
解
体
工
事
に
際
し
て
は
、

徹
底
し
た
騒
音
・
振
動
対
策
を
求

め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

3
月
15
日
の
午
後
1
時
30
分
よ

り
、区
議
会
区
民
生
活
委
員
会
で
、

清
掃
一
組
に
よ
る
北
清
掃
工
場
建

替
工
事
説
明
会
が
行
わ
れ
、
さ
ら

に
詳
細
な
内
容
が
明
ら
か
に
さ
れ

る
予
定
で
す
。（
の
の
山
け
ん
）

工場完成予想図（北東方向）

総合評価の結果とともに示された「北清掃工場建替工事の概要」より

3 日、東京高裁で、特定整備路線補助 86 号線
（志茂地区）の事業認可取り消しを求める控訴
審の判決が言い渡され、原告住民の訴えは棄却
されました。1 審に続き、昭和 21 年決定当時
の資料が存在しないのに、「決定された事実を推
認できる」などと国を擁護する判決です。
住民側は直ちに上告の意向を決定。たたかい

の舞台は最高裁へと移ります。（のの山けん）

北清掃工場北清掃工場
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北運動公園北運動公園

赤岩中赤岩中

なでしこ小なでしこ小

北本通り

北本通り

東
本
通
り

東
本
通
り

志茂地区補助86号線裁判
高裁が原告の訴えを棄却 最高裁での判断へ

を
先
行
解
体
し
、

先
行
解
体
完
了

後
、
残
り
の
工
場

棟
部
分
を
覆
い
、

地
上
部
及
び
地
下

部
の
解
体
を
行

う
」（
下
記
参
照
）

と
し
て
お
り
、
煙

突
な
ど
を
解
体
し

た
上
で
、
地
元
住

民
が
要
望
し
て
き

た
全
覆
い
仮
設
テ

ン
ト
を
設
置
し
、

工
場
本
体
の
解
体

が
行
わ
れ
る
見
通

し
で
す
。
住
宅
密


